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〔目的〕　シンチカメラによる動態機能検査にはRIの人

量投与が行なわれる．通常の投与量では問題にならなか

った数え落しが位itlの変動，均等性の変動と共に問題と

なりその補正がデータ処理1二必要となってくる．そこで

計数の数え落しを測定しデータ処理の際の補正係数を求

めた．

〔方法〕　カメラおよびデータ処理装置のSystem分解時

間，cpsの異なる各計数の数え落しを算出するため基

礎実験を行なった．カメラ（GCA－101）一一System分解時

間3μs，4096chデータ処理装置（USC－1）－System分

解時間14．7～18．7μs（64×64ch）を用いバイアルビン

中の99mTc　O．6～5．1mCiで同一幾何学的条件にて測定

した．9gmTc，ユ311の4～70kcpsの入力で数え落しと

位置変動を確認した．

〔結果〕

99mT・mCi　lカメラ入認データ糟，数え落し％
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　データ処理装置での測定時間truetimeとIi▽etimeか

らdeadtimeを求めて全分解時間と比較すると，データ

処理入力15kcps程度迄はほぼ一致したがこれ以上多く

なると位置信号からはずれ補正係数は算出できなかった．

動態機能検査の計数一時間カーブ解析は各点毎に補正し

なければならない．われわれはRIアンギオに最大10

mCi程度の99mTcを投与するがこの時の最大計数が20

kcpsで約40％（32　x　32ch）の数え落しを伴った．統計

的変動を下げ短時間測定を行なうには投与RI量が多く

なり数え落しが無視できなくなる．装置の性能，統計的

な問題，臨床的な必要性を考慮した適切RI投与量の検

討を進めている，
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〔日的〕

　シンチグラムにフォトリスキャニングを行ないそのデ

ー タを電子計算機に入れて処理することにより診断的効

果がどの程度向上するかを試みた．

〔方法〕

　シンチスキャナ（スキャンスヒード　200cm／min）に

フォトリスキャン装置を取りつけ，それからのアナログ

出力をA／D変換器を通して中形計算機（IBM　1130）

に入れた．その結果は，紙テープにパンチし，これを核

医学データ処理専用小形計算機（MEDIPAC　200）で解

析を行なった．同計算機の出力は，CRTに表示される．

この専用計算機には処理プログラムとして，画像の平滑，

微分，拡大，補正等があり，表示プログラムとしては，

1次元断面表示，輝度変調（2次元表示），3次元（立

体）表示，同計数率分布図，等高線表示がある．等高線

表示では，画像の指定した位置からの濃淡の境界追跡，

その境界内の面積，幅（X，Y方向），周囲の長さ等が算

出できるのでこれを利用した．

〔結果〕

　以上の処理において，画像の平滑，拡大，濃淡の定量

化等を行なうことにより，シシチグラムにおける情報を

定量化して検討できるのでとくに骨における，骨折，骨

髄炎などにおいて，その患部でのRIの異常蓄積分布状

態の診断にきわめて有用になる．またこの方法は，リス

キャニング法を用いるので，過去に撮影したシンチグラ

ムも同様に検討でき統計的にシンチグラム像と診断の関

連を追跡することにも価値がある．
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